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。人 ご義ぶの会

機関紙 第 13号 発行 :平成 15年 2月 1日 奈良 0人 と自然の会 担当 :有本倍美、勝田均、

第二回東海 自然歩道を歩 く会

(白 豪寺～鹿野園～円照寺 )

シエア 8期 松本 厚子

11月 17日 (日 )晴  気温 13℃  27名
近鉄奈 良駅 9:10分  出発 してす ぐ興福寺の境内の松にヤ ドリギ科のマツグ ミが

付いていた。今は緑色の実が見えるが春、赤 く熟れれば食べ られ るそ うです。そ して

路地 をた どると喩伽神社が有 り、そ こは遷都 によつて移 り来た女官が明 日香を望める

この高台で往時を偲んだ と言 う、そ してこの地を奈良の飛鳥 と呼んだ。

ここの石段 を登つてい くと、イチ ョウ、モ ミジ、タラヨウの赤い実 とそれは見事な

コン トラス トで した。また次の天神社でもオガタマ、カ リン、サクラそれにエノキの

大本にヤ ドリギ科ヤ ドリギが付いていました。 もう一種、東部緑地公園のネズ ミモチ

とサザンカにヒノキバヤ ドリギが付いていた。 この本は私の 日の高 さにあ り鳥の運ん

だ種子が本の枝にくつついて、そこで根 をおろしネズ ミモチやサザンカの養分を頂い

て生きている姿をじつくり観察でき、植物の戦利戦略に感動 しま した。

新薬師寺を経て 自然歩道の合流点か ら白竜寺を横 目に鹿野園の紅葉を垣間見 る。 こ

の辺 りは静かな田園風景が広が り、陽だま りでは、ツ リガネニンジン、ノハ ラアザ ミ、

ヤマホ トトギス、ハキダメギク、ノゲシ、どうゆ うわけかホ トケノザ もた くさん咲い

ていた。そ して人阪神社の石灯籠を見て農業用水溜池の土手で昼食 、そ こで奈良盆地

は湿地が隆起 して出来てお り、等高線に添つて高い所ほど古い建造物がある。 この山

の辺の道は 60～ 70mに位置 していると教えて頂いた。そ してなだ らかな坂道を上下 し

ながら落 ち着いた雰囲気の円照寺に到着 しま した。
シャシャンボ、 ソヨゴ、 ゴンズイ、ナナ ミノキ、 トキリマメな ど本の実、又識別で

きた鳥、ハシブ トカラス、ホオジロ、モズ、カワセ ミで した。

冬晴れの “北山の辺の道"を行<

[第 4回 東海道自然歩道 '自然観察会 12月 14日実施 ]

出□育宏

ここ2, 3日 の寒波もゆるみ暖かい冬の朝、近鉄奈良駅「行基菩薩」前は人でいつぱいで

ある。「野鳥の会」のパーティなどウオーキングスタイルの人爬。我 「々奈良 。人と自然の会」

のメンバーも34名の大バーティである。

■
■



今日のコTスは、奈良から三輔へ通じる大和で一番古い富道 “出の辺の道"を帯解から
天写事で歩<,その言、平城遷都では元明天皇の長い行列が通ったことでしょう:'

琴良の道はi何の変哲もない道でも歴史への冒いが燿ばれる:いゃぃ0今日の造には、ど
んな自然の贈り物があるか楽:しみのスタートでぁる。
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高く、ス勧 ″確 ″ に麦を踏む。

″覧7′詔  〔こ1まるの の ど/ブしれ
力死ク葬 さむ のをも用仇

これはご存知の「冬景色」の2番で田園の昼をうたったものである。今では麦を踏む姿こ
そ目にしないが、この歌のような景色が所々に見えぅ。植物博

=が
多数おられ、次々と解

説がされメモをとるのに忙しい。(メモぱうかり取うてどないするんやtし うヽになったら覚
えるんや。すんまへんといつた会話が自分の頭のなかで行われる。)
わたしにとっての今日一番の印象は、花がなくなつた冬の造で真っ赤に色づいた本の実

の美しさでしょう。常緑の緑の中に鮮やかな赤が目に痛いD

“どうぞ食べて遠<に運んで<ださぃ。ゎたしの子孫が別の地でまた育ちます。"
と言った植物のメッセージでしょうか?

なかでもハィライトは、「サネカズラ」と「カラスウリ」ではないでしょぅか。早速、家に帰
つて調べました。この2つはノヽッチリ覚えたぞ。
でも調べてぃるうちに、

:ま
た課題が出来てレまった。それはカラスウリの花を観察しな

ければならない。(メモを参pitして下さい。)

MEMO           ~~
【サネカズラ】

常緑のつる性の木本。雌雄興株。

秋に実を結ぶがこの様子が美しいために実要(美 しい実のかづらの意)と しヽう名前がついた。
この実は薬用として利用され、咳止めなどの効果がある。
B」名のビすンカズラ (美男蔓)は校の皮に含まれる粘液水を混ぜてびんつけ油の変わ
りに整髪に使った。

(カラスウリ】

ウリ科のつる性の多年草。雌雄異株。
スズメガの仲間に花粉を運んでもらうために白や黄の明るい花をつけよい香りを漂わ
す。(花期 :カラスウリ 7～ 8月。キカラスウリはかなり長い。)
カラスウリの花は日の喜れるころに開き、朝日が昇るころにはしばんでしまう。
キカラスウリの花は、夜が明けても咲いている。.     も

塁型に開いた花には純自の美しいレース状の飾りがつく。
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